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★事務所：神奈川県中郡大磯町国府本郷546大磯プリンスホテル内 TEL：0463-61-1111(木）TEL/FAX：0463-36-2255

★例 会：毎週木曜日 12:30～13:30 大磯プリンスホテル TEL：0463-61-1111 FAX：0463-61-6281

会 長 鈴木 勝 会長エレクト 守屋 紀忠 幹 事 守屋 紀忠

（晴）№４第２２４４回 例会 平成２５年７月２５日

■司会:井上 浩吉 ■点鐘：百瀬 恵美子 ■合唱：我等の生業

・8月1日：相澤光春ガバナー公式訪問 ・8月8日：ゲストスピーカー 杉山 考様◇プログラム

小林、宮澤、石山、原千明◇出席報告 ◇欠席者(6名例 会 会員数 出席数 出席率 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 修正出席率 )

19(16) 10 62.50％ － － 原卓、大藤さん２２４４回

19(17) 11 64.70％ 1 70.59％ 宮澤さん２２４２回 ◇ﾒｰｸｱｯﾌﾟ(1名)

◇ひとこと 笹尾 政儀さん

病に因んで：

大昔病気は

悪霊が原因

と考えて、

そこで掛け

声をかけな

がら矢を放

ち悪霊を追い出しそうとした。醫の字中の矢は

その名残で、後には酒で傷口を洗ったり、酒を

興奮剤に使ったりしたので醫の中に酉の字があ
ゆう

る。現代から見ると｢チャチ｣な医療であるが、

病に苦しむ人に対して何とか直そうとする人が

いた。古来患者は死の恐怖と不安の中で医師に

頼る。

今日の医学は格段に進歩している。医学では

この病気を治せないと言うのではなく、治療の

可能性を誠実に求めるべきである。

ノーベル医学・生理学賞を受賞した山中伸弥

氏はひとりでも多くの患者の病気を治したいと

いう信念を持って努力している志の高い人であ

ります。

◇会長報告 百瀬恵美子会長代理

7月も最期の例会になりました。少し涼しい日

が続いています。

・原卓さん誕生日おめでとうございます。

・明後日「なぎさの祭典」で「ダメ・ゼッタ

イ」のうちわを配ります。皆さんご参加宜しく

お願いします。16:30集合になっていますが早め

に来て下さい。

・本日フォーラムを開きます。進行を新宅さん

にお願いします。

・8月1日はガバナー公式訪問です.皆さんで盛り

上げて参りたいと思います。

◇幹事報告 守屋 紀忠幹事

1．米山奨学セミナー及びカウンセラー会議開催

の案内。8月31日(土)14:00~17:00(河本さん出

席)

2．会報受理：小諸ＲＣ

3．活動計画受理：小諸、平塚湘南ＲＣ

4．会長から話がありましたが、27日のうちわ配

りを大勢の方の参加を得て盛大にやりたいと思

います。「夏川りみ」が来ますので出足が早く

なると思われますのでよろしく。
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◇委員会報告

ロータリー財団セミナー報告：河本親秀さん☆

7月20日(土)13:00~17:0

0、藤沢産業センターで開

催。財団夢計画第1年目で

あるのとガバナーが大変

熱心で、財団委員会、奉

仕プロジェクト委員会に

属する地区関係委員75

名、クラブから85名の会

員が集まりました。4時間

掛けてプログラムも盛り沢山でした。

セミナー内容

1．セミナーの趣旨と地区Ｒ財団方針:

相澤光春ガバナー

・財団夢計画のパイロット地区の90％が旧プラ

ンに較べてよくなったと評価。

・奉仕の実践と公共イメージアップは同義

・寄付目標：$200+ポリオ寄付$40計240ドル

・今年のポリオ発症は200件以下。2017年までに

撲滅の可能性。

（以下テーマのみ記載)

２．財団地域セミナーと未来の夢計画

Ｒ財団ゾーンコーディネーター 後藤定毅

３．前年度地区Ｒ財団実績報告

地区Ｒ財団委員長 伊藤延雄

４．基調講演「戦略計画と未来の夢計画」

何故ＲＩとＲ財団は流れを変えたのか

ＲＩ理事 松宮 剛

（話の内容のパワーポイントが地区ホーム

ページに掲載）

５．Ｒ財団寄付目標とポリオについて

Ｒ財団資金推進委員長 脇 洋一郎

６．奨学金制度と募集

平和フェロー・奨学金委員長 神田 達治

募集要項配布）（

７．新補助金制度の趣旨と活用法

補助金委員長 山田 雅孝

８．グループ別討議

（１）クラブ財団目標の推進方法

（２）クラブ・プロジェクトの進め方

グループ討議に於いて我々のプロジェクト「中

学生に命の大切さを学ばせ救急救命の技能を身

に付ける授業の開講と訓練キット寄贈」につい

て調査企画した経緯を説明しました。

財団奨学生応募者面接：

：応募者

高谷 紗帆（タカヤ サホ）さん

東京大学医科学研究所付属病院勤務内科医

大磯町西小磯に在住

・財団奨学金Ｂ-「疾病予防と治療」に応募

・面接：8月8日の例会出席後、理事会にて

☆スマイルボックス 太田 知加子さん

・百瀬恵美子さん・守屋 紀忠さん・河本 親秀

・原卓さん誕生日おめさん・太田 知加子さん：

でとうございます。

結婚記念日のお花、先日の慰労・及川 昭男さん：

会ありがとうございました。

◇フォーラム
司会進行 新宅 文雄さん

うちわ配1．27日のダメ・ゼッタイキャンペーン

りの後、新宅さんを含む大磯商工会メンバーで

創立した町つくり会社が大磯海水浴場に出店し

た[Blue Park Cafe]で休息する。

には出来るだけ多く2．来週のガバナー公式訪問

の会員が出席するよう幹事が連絡を取る。

3．地区社会奉仕セミナー報告

（1）基調講演

神奈川県防災局防災部

金井信孝 災害対策課長災

害時対策の自助・共助・公助の内、共助につい

てロータリーの援助が欲しい＝食糧の備蓄=循環

（2）災害による死亡原因

東日本大震災：92,4%は溺死。津波がなければ
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者は2~3百人．建築基準法がしっかり守られてい死

て家屋倒壊は少なかった（2）関東大震災：87.1

％が火災で焼死

（3）阪神淡路大震災：家屋倒壊で83％

（4）ＩＴ情報:神奈川県地震被害想定調査結

果：各地域の津波の高さ予想などが示され

ている。

（5）地震の発生確率が低くても今すぐ来る

可能性もある。油断は禁物

（6）ＮＴＴ東日本は災害用電話伝言ダイヤ

ルを開設している8/30~9/5の間試用できるよ

うにしている。

（7）9月5日神奈川県全体で防災訓練を実施する予

定。

4．ＩＭ（2014年2月1日開催）について

（1）会場はプリンスホテル。

（2）テーマ：「震災に学ぶ」

（3）基調講演者：参加者の興味を引く内容

と話の上手な人。

嘗て話を聞井上さん推薦：

いてよかった東海大学地震

専門教授（氏名不詳）

ＮＨＫ解説委片野さん推薦：

員伊藤和明

現在NPO法人防災情報機構会

長相模信金のグループで話を

聞いたが話は上手。

私の2年後輩で早大の地震学名斎藤正淳さん推薦：

誉教授、その後

名古屋地震研究

所所長、早大と

明大の名誉教授

がいる。関東大

震災時の話が出

。来る人を探す

阪神淡路の震百瀨さん：

災発生時の怖さ、思い、

子供や親を亡くした事な

どを人に伝えるための語

り部の団体

東日本大震災時の語り部が有れば新宅さん：

いわき鹿島ＲＣに問い合わせる。

（4）アトラクションについて

候補：平塚よさこいおどりグループ

星槎学園の和太鼓

マリン・エンジェルス

（5）ＩＭ記録：担当は？

（6）各クラブの活動を写真で紹介するプログラ

ムをどうするか？


